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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
は
良
き
初
春
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
干
支
の
４
番
目
の
卯
年
。「
卯
」

と
い
う
字
は
左
右
に
開
か
れ
た
門
の
形

か
ら
で
き
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
閉
じ

た
門
が
開
き
「
飛
び
出
す
」
と
い
う
意

味
が
あ
る
と
さ
れ
、卯
年
は「
飛
躍
の
年
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
卯
年
の
出
来
事
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、

・
ア
サ
ヒ
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
の
発
売

・
国
鉄
の
分
割
民
営
化

・
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
優
勝

・
テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
完
全

移
行

等
々
い
ず
れ
も
世
の
中
を
大
き
く
動

か
し
た
記
憶
に
残
る
出
来
事
で
し
た
。

こ
れ
に
倣
っ
て
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
治
療

薬
の
普
及
や
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
改
善

向
上
、
市
老
連
や
会
員
の
皆
様
に
と
っ

て
も
マ
ス
ク
な
し
で
語
り
合
え
る
な
ど
、

明
る
い
年
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

昨
年
は
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
創
立
60

周
年
の
記
念
の
年
で
、
私
ど
も
の
村
田

町
福
寿
会
も
60
周
年
を
迎
え
、
先
達
の

皆
様
の
歴
史
を
刻
ん
だ
記
念
誌
「
出
逢

い
」
を
編
纂
し
、
祝
賀
会
も
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
天
皇
陛

下
ご
臨
席
の
も
と
、
全
老
連
創
立
60
周

年
記
念
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
両
国

国
技
館
で
開
催
さ
れ
、
役
員
・
事
務
局

員
計
10
名
が
参
列
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
に
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
。
親

子
三
代
夏
祭
り
も
３
年
連
続
の
中
止
。

千
葉
市
民
花
火
大
会
が
幕
張
ビ
ー
チ
で

再
開
さ
れ
た
も
の
の
、
参
加
す
る
に
は

厳
し
い
抽
選
。
区
民
祭
り
も
２
区
で
し

か
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近
で
は
規
制
緩
和
が
進
ん
で
き
ま

し
た
が
、
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
に
は
程
遠
く
、
今

後
は
コ
ロ
ナ
と
い
か
に
向
き
合
っ
て
い
く

飛
躍
の
年
に
す
る
べ
く
前
進

千
葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

亀
井　

隆
行

年頭の
ごあいさつ

か
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
の
課
題
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
老
連
で
は
、
資
格
を
有
す

る
事
務
局
職
員
が
、
各
区
・
各
地
区
・

各
単
位
ク
ラ
ブ
に
赴
き
、
各
地
域
の
自

治
会
館
や
公
会
堂
、
集
会
場
で
、「
思
い

出
ノ
ー
ト
」、「
自
立
体
力
測
定
」、「
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
」、「
友
愛
小
物

づ
く
り
」、
そ
し
て
認
知
症
予
防
の
効
果

に
も
期
待
さ
れ
て
い
る
、「
e
ス
ポ
ー
ツ
」

な
ど
の
講
師
派
遣
事
業
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
市
老
連
・
区
老

連
・
地
区
老
連
で
集
ま
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、

ま
す
ま
す
の
事
業
展
開
が
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
併
せ
て
今
後
の
進
め

方
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

役
員
と
事
務
局
が一体
と
な
っ
て
、
明

る
く
、
楽
し
い
活
動
が
で
き
る
一年
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

千
葉
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆

様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。健

や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
貴
会
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
人
々
の
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
中
、
日
頃
よ
り
高
齢
者
福

祉
の
推
進
や
地
域
福
祉
の
活
性
化
な
ど
、

市
政
全
般
に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
千
葉
市
が
政
令
指
定
都
市

移
行
30
周
年
を
迎
え
た
大
き
な
節
目
の

年
で
し
た
。
こ
の
間
、
政
令
市
へ
の
移
行

に
伴
い
６
区
が
設
置
さ
れ
、
日
常
生
活
に

密
着
し
た
手
続
き
や
業
務
の
ほ
と
ん
ど

が
身
近
な
区
役
所
で
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
ほ
か
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
市

街
地
の
整
備
や
歩
道
の
設
置
の
推
進
な

ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
暮
ら
し
や
す
さ
が

向
上
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一
方
、
本
市
の
将
来
人
口
推
計
で
は
、

市
の
総
人
口
は
、
２
０
２
０
年
代
前
半
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
２
０
４
０
年
の

高
齢
化
率
は
33
・
２
％
と
約
３
人
に
１
人

が
高
齢
者
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
、
運
動
す
る
機
会
の
減
少
や

人
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
が
進
み
、
体

や
心
の
働
き
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
が

弱
く
な
っ
た
状
態
を
指
す
「
フ
レ
イ
ル
」

が
進
行
す
る
市
民
の
増
加
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
・
強
化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
貴
会
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
地
域
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
高
齢
者
の
つ
な
が
り
の
創
出
に
熱
心

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
誠
に

心
強
く
、
今
後
も
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
、「
千
葉
市
高
齢
者
保
健

福
祉
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、「
高
齢
者

が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
を
創

る
」
を
基
本
目
標
に
各
種
施
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
医
療
や
介
護
等
の

需
要
が
増
え
続
け
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、

人
生
１
０
０
年
時
代
へ
向
け

�

皆
様
に
寄
り
添
う
街
へ

千
葉
市
長　

神
谷　

俊
一

年頭の
ごあいさつ

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
高
齢
者
が
可

能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
引
き

続
き
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
及
び
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
提
供

で
き
る
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
人
生

１
０
０
年
時
代
の
到
来
に
向
け
た
環
境

の
整
備
や
高
齢
者
福
祉
の
さ
ら
な
る
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
か
ら
は
「
み
ん
な
が
輝

く　

都
市
と
自
然
が
織
り
な
す
・
千
葉

市
」
の
実
現
を
目
指
す
「
千
葉
市
基
本

計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
後
も

皆
様
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
、
市
政

発
展
の
た
め
、一層
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
貴
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
、
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
・
ご
多

幸
を
祈
念
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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特集特集

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
は
、
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ

ｂ
ｌ
ｅ　

Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ　

Ｇ
ｏ

ａ
ｌ
ｓ
の
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
日
本
語
訳

で
は
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」。
言
い
換
え

れ
ば
、「
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
発
展
し

て
い
く
た
め
に
目
指
す
こ
と
」
と
な
り
ま
す
。

国
連
に
加
盟
す
る
世
界
１
９
３
か
国
が
合
意

し
た
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
17
の
目

標
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
17
の
ゴ
ー
ル
を

実
現
す
る
た
め
に
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を
す

れ
ば
い
い
か
を
ま
と
め
た
も
の
）の
こ
と
で
す
。

大
き
く
分
け
て
３
種
類
。

①
「
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
最
低
限
解
決

す
る
べ
き
課
題
」
１
～
６　

貧
困
や
飢
餓
の
撲

滅
、
健
康
に
関
す
る
も
の
（
人
の
安
全
・
安
心
）

②
「
経
済
重
視
の
社
会
が
生
み
出
し
た
問
題

の
解
決
」
７
～
12　

経
済
や
生
活
に
関
す
る
も

の
（
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
）

③
「
環
境
問
題
や
平
和
な
ど
国
境
を
ま
た
い

だ
問
題
の
提
示
」
13
～
17　

環
境
や
平
和
、
国

境
を
超
え
た
テ
ー
マ
（
環
境
・
平
和
）

�

（
17
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
ロ
ゴ
参
照
）

昨
今
、
地
球
温
暖
化
や
気
候
変
動
に
よ
る
災
害

の
増
加
、
森
林
破
壊
や
環
境
汚
染
、
食
糧
不
足
に

よ
る
飢
餓
、
戦
争
や
紛
争
等
々
、
安
心
し
て
過
ご

す
こ
と
が
で
き
な
い
環
境
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
世
界
中
の
人
た
ち
み
ん
な
が

幸
せ
に
な
る
未
来
を
創
ろ
う
と
協
力
し
て
始
め
た

活
動
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
で
す
。

１．楽しく取り組むこと、またその活動自体が楽しいものであることが大事
２．どんなに良い活動でも無理や我慢する方法では長続きしない
３．自分の好きなこと×「ＳＤＧｓ」で考えてみる
４．「誰かがやってくれる」ではなく「自分たちで未来をかえる」気持ちで
５．２０３０年までにどれだけ達成に貢献できるかで未来は大きく変わる
６．続かなければ意味がない
７．古い常識を捨て、新しい常識を学ぶ
８．達成できなくとも次に繋げるために挑戦する

『SDGs』  『SDGs』  ～老人クラブの取り組み～～老人クラブの取り組み～

「SDGs」に取り組むための８か条

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」っ
て
な
に
？

「
17
の
目
標
」と
は
？
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老人クラブが掲げるメインテーマである「伸ばそう健康寿命・担おう地域づくりを」を実現し、さ
まざまな問題を解決していくためには、「ＳＤＧｓ」と老人クラブ活動には共通した取り組みも多く、
普段私たちが何気なくやっている活動一つ一つが、「ＳＤＧｓ」の目標を達成する活動に繋がっています。
超高齢社会を支える政策の一つとして、急増する高齢者が住み慣れた地域での暮らしを維持できる

よう、医療・介護・介護予防・住まい・生活支援が包括的に確保される「地域包括ケアシステム」の
整備が進められおり、長年住み慣れた地域社会で、健康・生きがいに満ちた生活を送るとともにお互
いに支え合い・助け合いを深めていく上で、老人クラブの果たす役割はますます大きくなっています。
しかし、「ＳＤＧｓ」の担い手ともいえる若手の高齢者が集まらず、担い手不足や企画・計画などク
ラブ運営の困難さ、高齢化に伴う体力低下により遠くに通うための交通手段の問題、千葉市内でも地
域の中には、活動場所や通い場の確保が難しくクラブが無い等の問題も抱えています。

千葉市内にある市民緑地『貝塚憩の森』千葉市内にある市民緑地『貝塚憩の森』
　自然と触れ合える憩いの場を維持するため、地元の老人　自然と触れ合える憩いの場を維持するため、地元の老人
クラブ『貝塚松風会』が維持管理しています。クラブ『貝塚松風会』が維持管理しています。
　令和元年9月の台風15号の時は、木が倒れるなど荒れ　令和元年9月の台風15号の時は、木が倒れるなど荒れ
てしまい大変な状況でしたが、みなさんの手入れのおかげてしまい大変な状況でしたが、みなさんの手入れのおかげ
で、今はとても綺麗になりました。で、今はとても綺麗になりました。

SDGs の目標 15SDGs の目標 15「陸の豊かさも守ろう」「陸の豊かさも守ろう」

令和元年、台風 15 号の影響で
大木が倒れてしまいました。

現在はグラウンド・ゴルフを楽
しむなど、市民の憩いの場とし
てきれいに整備されました。

老人クラブ活動を持続させていくには…
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1
、
健
康
づ
く
り
と
教
育

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
日

常
的
に
高
齢
者
の
健
康
増

進
を
目
的
に
、
健
康
体
操

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
や

地
域
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。市

老
連
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
生
涯
学
習

を
支
援
し
、
健
康
増
進
や
認
知
症
・
フ
レ
イ
ル
予

防
な
ど
の
健
康
づ
く
り
事
業
や
担
い
手
の
育
成
な

ど
の
各
種
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

老人クラブとしてできること！！

ま
た
、
市
老
連
事
務
局
や
賛
助
会
員
が
講
師
と

な
り
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
伺
っ
て
講
習
会
を

行
う
こ
と
で
、
ク
ラ
ブ
役
員
の
事
業
負
担
の
軽
減

や
公
共
交
通
機
関
等
を
利
用
す
る
必
要
が
な
く
移

動
の
手
間
が
省
け
、
よ
り
多
く
の
方
が
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
講
師
派
遣
事
業
の
普
及
推

進
を
行
い
ク
ラ
ブ
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。

２
、
社
会
参
加

高
齢
者
の
健
康

を
維
持
・
増
進
す

る
た
め
に
重
要
な

こ
と
と
し
て
「
社
会
参
加
」
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の

見
守
り
活
動
や
、
地
域
の
環
境
美
化
な
ど
の
社

会
奉
仕
活
動
。
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
予
防
、
外

出
支
援
を
目
的
と
し
た
サ
ロ
ン
の
場
の
設
置
や
声

か
け
に
よ
る
見
守
り
・
訪
問
な
ど
の
友
愛
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

友
愛
訪
問
時
に
は
、
手
作
り
の
品
を
作
成
し
慰

問
品
と
し
て
手
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
慰
問
品
は
、
毎
年
作
成
の
品
を
変
え
、
講

師
派
遣
事
業
で
『
友
愛
小
物
づ
く
り
講
習
会
』
を

地
域
で
開
催
し
て
、
友
愛
活
動
員
の
み
な
さ
ん
で

作
成
し
て
い
ま
す
。

平山町シニアクラブ
シニアいきいき体操

末広交友会　セラバンド体操

登下校の見守り
生実角栄ことぶき会

資源回収　村田町福寿会

友愛訪問　大寿会

今
年
度
は「
箸
置
き
」

と
「
箸
袋
」
を
作
成

リーダー研修会

ノルディック・ウォーク自立体力測定

健康ゲーム（ｅスポーツ） 思い出ノート

女性リーダー研修会

友愛小物づくり
緑区老連女性委員会
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聞
き
と
り
づ
ら
い
か
ら
参
加
し

た
く
な
い
…
と
い
う
こ
と
が
な

い
よ
う
、
音
響
設
備
を
整
え
て

誰
も
が
参
加
し
や
す
い
サ
ロ
ン

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
毎
月
第

４
木
曜
日
開
催
中
！

サ
ロ
ン
活
動
の
内
容
に
、
今

話
題
の
e
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
。

11
月
か
ら
始
ま
っ
た
で
き
た

て
の
サ
ロ
ン
で
す
。
毎
月
第

４
月
曜
日
に
開
催
。

全
国
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
調
査
・
研
究
に

よ
る
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

町
内
会
、
自
治
会
な
ど
へ
の
活
動
割
合
が
高
い
地

域
ほ
ど
、
認
知
症
リ
ス
ク
が
低
い
と
い
っ
た
結
果

も
あ
る
よ
う
で
す
。

高
齢
者
が
社
会
参
加
を
す
る
こ
と
で
、
介
護
予

防
に
も
繋
が
り
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
通
じ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
を
未
来
に
繋
げ
よ
う
‼

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
で
捉
え
る
と
難
し
く
考
え

て
し
ま
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
が
何
気
な
く
行
っ
て

い
る
こ
と
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
繋
が
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
も
、
目
標
の
達
成
と
老

人
ク
ラ
ブ
の
未
来
に
向
け
、
よ
り
健
康
に
！
住
み
や

す
い
街
づ
く
り
の
た
め
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
自

分
が
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

土気いきいきサロン

村田町友愛サロン

外出支援
通いの場づくり

当クラブの毎月の定例会における SDGsの取り組みに絞っただけでもいくつかありました。簡単に
ご紹介しましょう。（広報担当：金谷　　操）

＜SDGs　№３　すべての人に健康と福祉を＞

定例会出席者は入室したらまず握力測定。
握力計を力いっぱい握ると、「がんばれ！」「す

ごい！」「えっ、こんなに低い！」と声が上がる。
握力と筋力の相関関係に着目して、昨夏に握力計を購入。
個々人の「握力測定表」も作成して毎月の数値を記録

していく。数値が著しく下がっていたら要注意。握力計
ひとつで簡単にできるフレイル予防策。

＜SDGs　№５　ジェンダー平等を実現しよう　№14　海の豊かさを守ろう＞

以前はお茶当番を決めて女性のみがお茶の用意
をしていたが、コロナ禍をきっかけに飲み物は持
参することが決まった。女性だけがお茶くみするなんてもう時代遅れ。

飲み物持参となったが、使い捨てのペットボトルではなくマイ水筒
で。マイクロプラスチックによる海洋汚染などの解決のための小さな
小さな試みではあるが…。

＜SDGs総合目標　誰一人取り残さない＞

定例会の会場はそれほど広くはないが、必ずマイクを使用。高齢になるにつれ聴力は落
ちていく。「聞こえないから出席しない」という人が一人でも減るようにと願って。

聞こえないことで会話が成り立たない、家に閉じこもりがちになることを防ぎ、シニア
の仲間が取り残されないように。高齢者の集まりにはマイクは標準装備という考えが定着
したらいいなと。

気軽にできる握力測定気軽にできる握力測定

握力測定表握力測定表

誰でもできる誰でもできる SDGsSDGs第一歩第一歩

シニアクラブだからこそ「できる」＆「必要な」SDGs
～稲毛区小仲台地区　小仲台第五自治会シニアクラブ～
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時
は
め
ま
ぐ
る
し
い
流
れ
に

遭
っ
て
、
こ
ん
な
に
豊
か
な
時

代
に
今
、
生
き
て
い
る
こ
と
に

幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

造
園
業
と
老
人
会
の
仕
事
に
今
は
生
き
が
い
を
感
じ

て
ま
す
が
、70
代
は
３
度
の
手
術
を
受
け
最
悪
で
し
た
。

前
会
長
が
病
に
倒
れ
て
、
平
成
22
年
推
挙
さ
れ
会

長
に
就
任
、
同
時
に
小
学
校
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
を
立
上
げ
12
年
の
歳
月
を
迎
え
ま
す
。

趣
味
の
家
庭
菜
園
の
域
を
超
え
て
周
り
が
辞
め
て
い

く
中
で
、
３
０
０
坪
余
り
を
借
り
て
野
菜
を
育
て
、
毎

日
野
菜
を
食
し
季
節
の
野
菜
は
事
欠
き
ま
せ
ん
。

い
か
に
し
て
会
員
を
確
保
し
て
い
く
か
、
五
十
余
名

の
会
員
を
抱
え
て
賑
や
か
な
時
代
は
終
わ
り
、
今
は
高

齢
化
が
進
み
小
さ
い
な
り
に
独
自
の
も
の
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
ま
た
自
治
会
、
子
供
会
と
協
力
し
行
事
の
一

環
と
し
て
奉
仕
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
実
角
栄
こ
と
ぶ
き
会　
城
山　
卯
吉

一
病
息
災
「
日
々
感
謝
」

中央区

つ
い
４
、５
年
前
ま
で
は
家

に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
人
間
で

し
た
が
、
地
元
老
人
会
へ
の
入

会
を
き
っ
か
け
に
地
区
老
連
、

区
老
連
、
市
老
連
の
皆
様
と
親
し
く
接
す
る
こ
と
で
多

く
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
関
連
す

る
分
野
の
方
々
と
も
親
し
く
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
結
果
、
最
近
で
は
自
分
と
い
う
も
の
が
少
し
変

わ
っ
た
か
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
大

き
な
人
的
財
産
が
得
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
感
謝
の

念
で
一
杯
で
す
。

う
さ
ぎ
年
生
ま
れ
の
80
代
前
半
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様

の
お
役
に
立
つ
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
交
友
会　
平
沢　
廣
光

大
き
な
人
的
財
産
が

�

得
ら
れ
て
感
謝

若葉区

昭
和
昭
和
1414
年
・
昭
和

年
・
昭
和
2626
年
生
ま
れ
の

年
生
ま
れ
の

年
女
年
男
に
聞
き
ま
し
た
。

年
女
年
男
に
聞
き
ま
し
た
。

定
年
後
の
生
き
方
も
定
ま
ら

な
い
中
、
妻
に
勧
め
ら
れ
て
始

め
た
の
が
家
庭
菜
園
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
自
治
会
活
動
、
ゴ
ル

フ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
等
多
く
の
活

動
に
取
り
組
み
、「
住
め
ば
都
」
と
な
っ
た
地
域
の
仲

間
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
（
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
た
妻
に
感
謝
）。

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
を
よ
り
元
気
に
過
ご
す
た

め
に
、
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
今
年
も
充
実
し
た
一
年
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
横
戸
台　
竹
田　
光
雄

妻
に
感
謝

花見川区

私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

私
は
昭
和
14
年
東
京
板
橋
で

生
ま
れ
、
幼
少
期
の
経
験
で
は

あ
り
ま
す
が
、
東
京
大
空
襲
な

ど
戦
時
中
の
痛
ま
し
い
悲
惨
な

光
景
を
目
に
し
、経
験
し
、ひ
も
じ
い
思
い
を
し
た
一
人
で
す
。

現
在
、
自
薦
・
他
薦
含
め
て
片
手
で
は
数
え
ら
れ
な
い

程
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
陶
芸
・
囲
碁
な
ど
の
趣
味
に
と

毎
日
を
忙
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

父
を
47
歳
で
亡
く
し
、
以
前
は
親
父
越
え
の
人
生
を
と

思
っ
て
い
た
が
と
う
に
親
父
越
え
を
達
成
し
、
今
は
お
ま
け

の
人
生
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一つ
が
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
で
、
そ
れ
も
会
長
を
指
名

さ
れ
時
期
も
悪
い
コ
ロ
ナ
禍
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
全
て
「
人
」
と
の
連
携
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
間
関
係
を
大
切
に
お
ま
け
の
人

生
を
過
ご
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

サ
ニ
ー
ク
ラ
ブ　
牧
野
來
世
志

お
ま
け
の
人
生
を
よ
り
楽
し
く

緑　区

う
さ
ぎ
年
生
ま
れ
の
抱
負
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�

磯
辺
３
丁
目
64
さ
つ
き
会　
田
中　
信
彦

病
気
と
と
も
に
生
き
て
き
た
人
生

美浜区

糖
尿
病
に
な
っ
た
の
が
35
歳

だ
か
ら
、
こ
こ
ま
で
よ
く
生
き

て
こ
ら
れ
た
。

女
房
が
９
年
前
に
脳
梗
塞
で

倒
れ
た
。
好
き
な
写
真
に
没
頭
し
て
い
た
生
活
が
一
変
。

家
事
、
買
い
出
し
、
ネ
コ
３
匹
の
世
話
。
や
る
し
か
な

か
っ
た
。
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ル
バ
ー
カ
ー

ト
で
買
い
物
が
楽
に
な
っ
た
。
助
か
っ
て
い
る
。
ス
ー

パ
ー
で
の
コ
ー
ヒ
ー
が
楽
し
み
。
そ
し
て
ネ
コ
が
癒
し

に
。
ネ
コ
が
死
な
な
い
と
、
死
ね
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

心
の
健
康
法
に
朝
、
日
記
を
書
く
。
安
ら
ぐ
。
こ
れ

か
ら
も
、
病
気
と
仲
良
く
生
き
て
い
き
た
い
。

中
学
生
時
代
、
恩
師
に
「
成

蹊
」
と
い
う
言
葉
を
漢
詩
の

中
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
「
桃
季
も
の

云
わ
ず
下
自
か
ら
蹊
を
成
す
」
と
読
み
、「
徳
の
あ
る

人
に
は
人
が
集
ま
る
」
と
い
う
意
味
で
、
し
ば
ら
く
は

座
右
の
銘
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、年
を
経
る
に
つ
れ
、

忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

働
き
盛
り
の
頃
は
町
会
で
野
球
部
を
立
ち
上
げ
、「
稲

毛
地
区
早
朝
野
球
連
盟
」
な
る
も
の
を
作
り
、
稲
毛
駅

周
辺
の
ス
ナ
ッ
ク
や
寿
司
屋
等
の
若
い
お
父
さ
ん
た
ち

と
そ
れ
こ
そ
早
朝
か
ら
試
合
を
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
青
年
か
ら
壮
年
、
そ
し
て
老
人
に
な
り
、

天
国
か
地
獄
か
ら
の
招
待
状
を
待
つ
身
に
な
り
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
旅
行
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
健
康
麻
雀
や
散
歩
で
自
分
を
慰
め
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
何
に
で
も
興
味
を
持
ち
、
美
味
し
い

物
を
食
し
、
無
理
を
せ
ず
に
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
を
心

掛
け
て
お
り
ま
す
。

小
中
台
紅
葉
会　
佐
々
木
英
一

成
蹊

稲毛区

定
年
後
の
生
き
方
も
定
ま
ら

な
い
中
、
妻
に
勧
め
ら
れ
て
始

め
た
の
が
家
庭
菜
園
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
自
治
会
活
動
、
ゴ
ル

フ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
等
多
く
の
活

動
に
取
り
組
み
、「
住
め
ば
都
」
と
な
っ
た
地
域
の
仲

間
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
（
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

く
れ
た
妻
に
感
謝
）。

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
を
よ
り
元
気
に
過
ご
す
た

め
に
、
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、
今
年
も
充
実
し
た
一
年
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

私
は
昭
和
14
年
東
京
板
橋
で

生
ま
れ
、
幼
少
期
の
経
験
で
は

あ
り
ま
す
が
、
東
京
大
空
襲
な

ど
戦
時
中
の
痛
ま
し
い
悲
惨
な

光
景
を
目
に
し
、経
験
し
、ひ
も
じ
い
思
い
を
し
た
一
人
で
す
。

現
在
、
自
薦
・
他
薦
含
め
て
片
手
で
は
数
え
ら
れ
な
い

程
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
陶
芸
・
囲
碁
な
ど
の
趣
味
に
と

毎
日
を
忙
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

父
を
47
歳
で
亡
く
し
、
以
前
は
親
父
越
え
の
人
生
を
と

思
っ
て
い
た
が
と
う
に
親
父
越
え
を
達
成
し
、
今
は
お
ま
け

の
人
生
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一つ
が
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
で
、
そ
れ
も
会
長
を
指
名

さ
れ
時
期
も
悪
い
コ
ロ
ナ
禍
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
全
て
「
人
」
と
の
連
携
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
間
関
係
を
大
切
に
お
ま
け
の
人

生
を
過
ご
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
重
度
の
脳
性
麻
痺
者

も
し
く
は
、
四
肢
障
が
い
者
の
た
め
に

考
案
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
高
齢

者
向
け
に
も
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
稲
毛

区
老
連
で
購
入
し
各
ク
ラ
ブ
に
貸
与
し

て
お
り
ま
す
。

区

老

連

き
ら
め
き
便

き
ら
め
き
便

稲
毛
区
老
連

令
和
４
年
度
ボ
ッ
チ
ャ
講
習
会

令
和
４
年
度
ボ
ッ
チ
ャ
講
習
会

本
年
は
、
11
月
31
日
に
第
２
回
ボ
ッ

チ
ャ
講
習
会
を
、
小
中
台
公
民
館
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

初
参
加
者
の
た
め
に
、
安
藤
保
健
体

育
部
長
に
よ
る
種
々
説
明
後
、
８
ク
ラ

ブ
に
よ
る
練
習
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

ボッチャの発祥について、簡単なルール、ボッチャの発祥について、簡単なルール、
投げ方の説明投げ方の説明

優勝は小中台豊生会優勝は小中台豊生会

得点の確認得点の確認

試合開始 !!試合開始 !!

リ
ー
ド
し
て
い
る
の
に
、
最
後
の

ボ
ー
ル
を
投
げ
相
手
チ
ー
ム
の
ボ
ー
ル

を
、
動
か
し
逆
転
さ
れ
る
な
ど
、
喜
怒

哀
楽
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ミニコラム知っていますか「ボッチャ」
ヨーロッパで生まれたボッチャは、重度脳性麻
痺者もしくは同程度の四肢重度機能障がい者のた
めに考案された、パラリンピックの正式種目です。
ボールが軽いので屋内で気軽にプレーできることが特徴。

すべての垣根を超えてどなたでも楽しめるス
ポーツ、ぜひ一度プレーしてみませんか。
� 参考：一般社団法人　日本ボッチャ協会

決勝戦決勝戦
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区老連掲示板
～各区の近況をお届けします～

＜行事報告＞
◆９月13日（火）　都賀地区熟年Ｇ・Ｇ
大会　55名

◆９月14日（水）	 区老連ＰＧ大会　42名
◆９月29日（木）	 若葉地区Ｇ・Ｇ大会　57名
◆10月13日（木）	 区老連芸能まつり　延べ269名
◆10月21日（金）	 区老連Ｇ・Ｇ大会　110名
◆11月４日（金）	 区老連ワナゲ大会　97名
◆11月24日（木）	 会員研修バス旅行　77名
◆11月25日（金）	 千城地区ワナゲ大会　28名
◆12月５日（日）	 会員の集い　115名
＜行事予定＞
◇令和５年３月14日（火）　若葉地区ワナゲ大会

＜行事報告＞
◆９月22日（木）　緑区ＰＧ大会
◆10月17日（月）　緑区ＮＷ

◆前後期：緑区ゲートボール大会
◆11月10日（木）　緑区ＰＧ大会
◆12月14日（水）　指導者研修会
＜行事予定＞
◇令和５年３月９日（木）　緑区ＰＧ大会
　下記の活動は地区老連開催とします。
　①前後期Ｇ・Ｇ
　②前後期ワナゲ大会
　③料理教室
　体力測定：各クラブ毎に実施する（後期）

＜行事報告＞
◆10月　料理教室
◆11月　Ｇ・Ｇ大会

◆12月　友愛活動高齢者激励
＜行事予定＞
◇１月　磯辺小昔遊び支援
◇２月　ワナゲ大会
◇３月　美浜文化ホールでの芸能祭開催
　　　　研修旅行

＜行事報告＞
◆９月21日（水）　芸能大会（千葉市
文化センター）

◆10月19日（水）	 自立体力測定（登戸：新田友広会）
◆10月22日（土）	 Ｇ・Ｇ登戸地区大会　
◆10月29日（土）	 公式ワナゲ第２回大会
◆11月 5日（土）	 Ｇ・Ｇ生浜地区大会
◆11月14日（月）	 健康ウォーキング（鎌倉）
◆11月17日（木）	 自立体力測定（登戸：登戸一丁目ことぶき会）
◆11月21日（月）	 自立体力測定（生浜：村田町福寿会）
◆12月19日（月）	 Ｇ・Ｇ第２回寒川地区大会
◆12月20日（火）	 中央保健福祉センターによる「体操教室」開催
＜行事予定＞◇令和５年１月　第２回指導者研修会

＜Ｇ・Ｇ大会＞
　犢橋公園Ｇ・Ｇ大会は、毎月第２火
曜日に開催しています。参加クラブは

７クラブ、４月～10月の参加者数は以下の通りでした。
◆４月12日（火）	 62名　　◆５月10日（火）　52名
◆６月14日（火）	 53名　　◆７月12日（火）　44名
◆８月は夏休み	 　　　　◆９月13日（火）　48名
◆10月11日（火）　45名
　また、花島公園球技場で年に一度開催のＧ・Ｇ大会は、９月
28日（水）参加クラブ数９、参加者95名で盛大に催されました。
＜芸能大会＞
　千種町拓友会館で10月16日（日）10時から開催されました。
※花島公園Ｇ・Ｇ大会及び芸能大会の模様は、11月発行予
定の「花見川区老連だより」に詳しく紹介されます。

＜令和5年度の活動＞
　昨年は〝のばそう　健康寿命”を目指
し、各種行事を遂行してまいりました。

　本年も同様、体・頭・指先そして口先まで動かして、認知
症・フレイル予防になるよう、会員皆様とともに日程調整
をしながら、一年を楽しく元気に過ごしてまいりましょう。
＜年度内予定＞ ◇２月９日（木）	 ボーリング大会
	 	 ◇３月15日（水）	 Ｇ・Ｇ大会

※Ｇ・Ｇ＝グラウンド・ゴルフ	 ※ＰＧ＝パークゴルフ
※ＮＷ＝ノルディック・ウォーク
※ＣＣ＝コミュニティセンター
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

57号では、中央区生浜地区「東映有楽会」と花見川区こてはし地区「大57号では、中央区生浜地区「東映有楽会」と花見川区こてはし地区「大
日町寿会」の活動をご紹介します。日町寿会」の活動をご紹介します。

東映有楽会東映有楽会（中央区生浜地区）（中央区生浜地区）

楽しさあふれる会が有る！楽しさあふれる会が有る！

会長 ：会長 ：遠藤　三郎　　遠藤　三郎　　会員数：会員数：55 名（男 22 名、女 33 名）55 名（男 22 名、女 33 名）

平
成
30
年
８
月
、
市
原
市
と

の
境
に
位
置
す
る「
東
映
団
地
」

に
誕
生
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
で

す
。
団
地
が
分
譲
さ
れ
て
40
年

余
り
が
経
過
し
て
、
住
民
の
高

齢
化
が
進
み
、

◇
住
民
同
士
で
活
動
す
る
場
所

◇
皆
が
心
の
拠
り
所
と
す
る
場
所

そ
う
い
う
も
の
が
欲
し
い
と

い
う
声
か
ら
、
自
然
発
生
的
に

誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
、
男
性
22
名
、
女
性
33

名
合
計
55
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。ク

ラ
ブ
は
、「
サ
ー
ク
ル
活
動

を
中
心
に
お
い
て
運
営
し
て
い

く
」と
い
う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
て
進
め
て
い
ま
す
。現
在
12

の
サ
ー
ク
ル
が
存
在
し
て
、
各

リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
中

心
に
、延
べ
１
９
７
名
の
会
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

単位クラブの活動紹介単位クラブの活動紹介

「
ペ
タ
ン
ク
、
ダ
ー
ツ
、
抹
茶

の
会
、
野
鳥
観
察
」等
、
あ
ま
り

馴
染
み
が
な
か
っ
た
種
目
や
、

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ワ
ナ

ゲ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
」等
々
、
お
馴

染
み
の
種
目
ま
で
、
積
極
的
に

参
加
し
て
、
楽
し
く
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

毎
月
末
の
日
曜
日
に
例
会
を

開
催
し
、
連
絡
事
項
の
徹
底
や

講
話
を
受
け
た
り
、話
し
合
い
の

場
を
設
け
て
、
会
員
同
士
の
親

交
を
深
め
て
い
ま
す
。

１
月
と
８
月
に
は
食
事
会
を

開
催
し
、盃
を
酌
み
交
わ
し
た
り

歌
を
歌
っ
た
り
、楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
が
、現
在
は
コ
ロ

ナ
の
た
め
に
中
断
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
日
帰
り
旅
行
も
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、同
じ
く
中
断
し

て
い
ま
す
。

「
東
映
有
楽
会
」と
い
う
名

称
に
は
、「
東
映
団
地
に
は
、
楽

し
さ
あ
ふ
れ
る
会
が
有
る
」そ

ん
な
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。サ
ー
ク
ル
活
動
を
中
心
に
、

会
員
が「
楽
し
い
」と
思
え
る
方

向
を
見
据
え
て
進
ん
で
い
き
ま

す
。

【グラウンド・ゴルフ】いつも大賑わい

【ワナゲ・ダーツサークル】
雰囲気はいつも和気あいあい

【ペタンク】面白さにハマってます

【ボウリング】
腕を競い合い切磋琢磨

定期総会で作品展を開催
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

大
日
町
寿
会
も
高
齢
化
に
よ

り
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
？

心
配
で
す
。

57号では、中央区生浜地区「東映有楽会」と花見川区こてはし地区「大57号では、中央区生浜地区「東映有楽会」と花見川区こてはし地区「大
日町寿会」の活動をご紹介します。日町寿会」の活動をご紹介します。

グラウンド・ゴルフで楽しみ共有グラウンド・ゴルフで楽しみ共有

会長：会長：荒谷　　豪　　荒谷　　豪　　会員数：会員数：35 名（男 14 名、女 21 名）35 名（男 14 名、女 21 名）

大日町寿会大日町寿会（花見川区こてはし地区）（花見川区こてはし地区）

大
日
町
寿
会
は
昭
和
57
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。私
の
前
の
会

長
東
野
さ
ん
は
色
々
な
行
事
を

開
催
し
会
員
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。私
も
４
代
目
と
し
て

そ
の
路
線
を
踏
襲
し
全
員
参
加

を
望
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
た
め
、
定
例
会
や
他
の
集
会

も
中
止
と
な
り
残
念
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
だ
け
は
外
で
の
行
事
な
の
で

続
け
て
い
ま
す
。１
５
０
０
坪
の

土
地
に
12
ホ
ー
ル
の
コ
ー
ス
を

作
っ
て
大
日
町
、
み
春
野
、
宇
那

谷
町
、
千
種
町
か
ら
４
ク
ラ
ブ

が
集
ま
り
火
曜
日
金
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
賞
に
は
千
葉
市
の
ゴ
ミ
袋
を

単位クラブの活動紹介単位クラブの活動紹介

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
く
な

り
ま
す
。
健
康
に
気
を
付
け
、こ

の
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
、頑

張
れ
大
日
町
寿
会
！

グラウンド・ゴルフ好きの仲間たち

輪投げも楽しんでます！広いコースで
のびのびプレー

自然と笑みが
こぼれます
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中 央 区中 央 区 花 見 川 区花 見 川 区 稲 毛 区稲 毛 区
神明町長寿会 内山さくら会 小仲台第五自治会シニアクラブ
高山　マサ子さん 柳澤　一江さん 富澤　眞治さん
93歳 93歳 90歳
東京都浅草出身 千葉県千葉市緑区誉田町出身 千葉県印西市船穂草深出身

①特になし ①特になし ①七転び八起き
②果物 ②果物（いちじく、びわ） ②甘い物
③踊り ③グラウンド・ゴルフ、散歩 ③朝夕10分くらいの体操
④旅行 ④歌舞伎観劇 ④できればもう一度運転免許を取りたい

神明町長寿会 福寿会
佐藤　美津子さん 長谷川　くに子さん
91歳 92歳
愛知県出身 千葉県千葉市出身

①特になし ①感謝
②果物 ②お寿司
③ラジオ体操 ③日々規則正しく過ごす
④散歩 ④友達に会えるようになること

若 葉 区若 葉 区 緑 　 区緑 　 区 美 浜 区美 浜 区
小桜明星会 平山第一シニアクラブ 真砂第一町内シルバークラブ
阿部　敏夫さん 福岡　文雄さん 江川　邦雄さん
89歳 89歳 90歳
新潟県新潟市出身 鹿児島県出身 東京都出身

①遠くの親戚より近くの他人 ①女房子供を路頭に迷わさぬよう ①一日一善
②果物、ステーキ ②肉、柿 ②果物
③日記をつける、ラジオ体操 ③散歩、グラウンド・ゴルフを続けること ③散歩
④富士山の姿が入った旅行 ④田舎へ帰って先祖の墓参り ④旅行

千城台花みづき会 サニークラブ 磯辺3丁目64さつき会
五十嵐　たけさん 宮内　貢さん 松橋　秀郎さん
93歳 88歳 90歳
千葉県千葉市緑区出身 茨城県神栖市出身 青森県出身

①生涯現役 ①継続は力なり ①特になし
②好き嫌いなし ②甘・辛両刀 ②特になし
③ラジオ体操 ③ラジオ体操 ③散歩
④特になし ④書道 ④登山

人生一世紀をめざして人生一世紀をめざして 所属クラブ・氏名・年齢・出身地�……
①�座右の銘　②�好きな食べ物　③�私の健康法　④�今一番やりたいこと

90 歳前後の会員の方に、お元気の秘訣をうかがいました！
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SDGsの実現に向けて
美浜区　村山　眞人

2 015年に国連で採択されたSDGｓ（我々の世界
を変革する持続可能な開発目標）は2030年まで
に持続可能な社会の実現を目指す世界のマス

タープラン。ゴール１から17まで経済・社会・環境等相
互につながる17の分野の目標が設定され、2016年から実
施がスタートしています。
　目標達成に全ての人類社会がつきつめて向かえば、
ひょっとすると私たちは地球上でもうしばらく生き残れる
かもしれません。日本の高校生が温暖化防止やリサイクル
のプランを開発する等、SDGｓの目標に向かってさまざま
な所でさまざまな取り組みが進められています。戦争など
している場合ではないことは明白。小さなことから、日常
のできることから始めましょう。それが世界中で湧き起れ
ば、17の目標に近づけるかもしれません。さあ、行動を！

日常の中にSDGs　緑区　牧野來世志

読 みはエスディージーズ（持続可能な開発目
標）であり、わかりやすい言い方は「より良
い世界を作るための目標」とかで、17個の

ゴールがあるようだ。
　この中のいくつかを自分のクラブ活動に照らして無理や
りこじつけてみた。
　結果は目標３の「保健＝健康・福祉」に相当する歩こう
会＝防犯パトロール・ゴミ拾いを兼ねて≒8000歩歩くこと
と、サロン活動では会話とゲームや健康講話などで健康的
な生活と福祉？に努める活動をしており、後はこれを持続
することだが、これでテーマにあっているのだろうか。

エコ情報発信　稲毛区　金谷　　操

仲 間とサイト「いなげからエコ」を立ち上げ、日
常的に行っているエコな取り組みを日々発信し
ています。

　「捨てない」「直して使い続ける」「使い切る」「ある
ものを生かす」「断る」「やめる」etc．etc．
　私も毎日のエコ実践を70回ほどアップ。もう逆さにし
たって出てこない！と思っていても、おお！これもエコ！
と。
　これからも無理せずできるところから楽しくエコを続け
ていきたい。

個 人で一番身近にできることは節電・節水です。
すぐに誰でも実践できる一つであり、SDGsの
達成に少しでも繋がる行動であり、さらに家計

的にも助かることです。
　電気や水は作られる時から使うまでの間にたくさんのエ
ネルギーが消費され、多くの温室効果ガスが排出され、地
球温暖化の原因になっています。使っていない家電のス
イッチを切ったり、歯磨き時やシャワーの水は出しっぱな
しにしない等を行い、無駄を無くすことです。

節電・節水に心掛ける（気候変動）
　中央区　田村　良夫

ジェンダー平等の実現に向けて
若葉区　平沢　廣光

2 015年の国連サミットで採択されたSDGsの目
標５「ジェンダー平等」は、社会での男女の性
別の壁を乗り越えて平等を実現することを目標

にしていますが、日本は国際的にみても大きく遅れていま
す。翻って地元老人会で男女の会員の活動がバランスよく
行われているか、その結果として全会員が老人会に入って
よかったと思う気持ちを持ってくれているかということを
いつも気にかけて行動しているこの頃です。

広報部広報部のの
ひとりごとひとりごと 私の私の

今日から始める「SDGｓ」
花見川区　神山　宏治

私 が参加しているサークル、団体での会話の中やメ
ディア・紙面の上で時々目にする単語のひとつで
あり、SDGsって何のこと？物を大切にする事？

リサイクル等々を目的とする活動の一環？が私の持ってい
るささやかな知識でありました。もちろん、関心もありませ
んでした。
　先般、広報部の会議の折、役員の方からSDGs活動につ
いての提案があり、私は知識の無いこともあり、少し恥かし
く狼狽を隠せませんでした。
　困った時の事務局（市老連）頼り！早速資料をいただき、
遅まきながら今、勉強をしているのが現状です。
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令
和
４
年
度

き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば
活
動
展
を
開
催

き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば
活
動
展
を
開
催

ee
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
で
多
世
代
交
流

ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
で
多
世
代
交
流

事

務

局

だ

よ

り

令
和
４
年
10
月
７
日
（
金
）
～
13
日
（
木
）、
千
葉
市
学
習

セ
ン
タ
ー
ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
（
区
や
単
位
ク
ラ
ブ
）

の
活
動
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
老
連
や
区
老
連
の
広
報
誌
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
内
容
や
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
「
き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば
活
動
展
」
は
、
11
月

１
日（
水
）～
10
日（
金
）の
10
日
間
同
会
場
で
開
催
予
定
で
す
。

り
講
師
を
招
き
、「
健
康
ゲ
ー
ム
指
導
士
養
成
講
座
」
を
実
施
、

会
員
・
一
般
参
加
者
を
含
む
84
名
の
健
康
ゲ
ー
ム
指
導
士
が
誕

生
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
11
月
８
日
（
火
）、
東
京
・
両
国
国
技
館
に
天
皇

皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
、
全
国
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

が
集
結
し
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
老
連
創
立
60
周
年
記
念
表
彰
で
は
、名
取
信
子
副
会
長（
女

性
委
員
長
）
が
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
、
植
村
豊
治
監
事
が
全
老

連
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
11
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）、
千
葉
市
ハ
ー
モ

ニ
ー
プ
ラ
ザ
に
て
行
わ
れ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
タ
で

「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

老
若
男
女
問
わ
ず
、
幅
広
く
体
験
し
て
い
た
だ
き
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

リ
ー
ダ
ー
・
友
愛
活
動
合
同
研
修
会
を
開
催

リ
ー
ダ
ー
・
友
愛
活
動
合
同
研
修
会
を
開
催

全
老
連
創
立

全
老
連
創
立
6060
周
年
記
念
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に

周
年
記
念
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
！

参
加
し
て
き
ま
し
た
！

令
和
４
年
10
月
31
日
（
月
）、
千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

３
階
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
今
回
の
研
修
会
は
２
部
構
成
と

し
、
１
部
で
は
千
葉
市
よ
り
『
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
』
に
つ
い

て
の
講
演
と
サ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
牧
野
來
世
志
会
長
よ
り
、
高
齢
者

の
集
い
の
場
『
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』
の
活
動
事
例
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
会
で
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
高
齢
者
の
通
い
の
場

づ
く
り
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
第
２
部
で
は

担
い
手
づ
く
り
育
成
の
た
め
、
日
本
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
協
会
よ 手作りの特大パネルがずらり手作りの特大パネルがずらり

創立 60 周年記念大会開催創立 60 周年記念大会開催

➡➡厚生労働大臣賞受賞厚生労働大臣賞受賞
　名取信子副会長　名取信子副会長

日頃の活動をＰＲ日頃の活動をＰＲ

からだを伸ばすストレッチからだを伸ばすストレッチ

体験コーナーは大盛況体験コーナーは大盛況

ｅスポーツに挑戦ｅスポーツに挑戦

ｅスポーツで楽しく交流ｅスポーツで楽しく交流

中
央
区
生
浜
地
区
「
村
田
町
友
愛
サ
ロ
ン
」
を
開
催

中
央
区
生
浜
地
区
「
村
田
町
友
愛
サ
ロ
ン
」
を
開
催

村
田
町
福
寿
会
が
運
営
す
る
高
齢
者
の
外
出
支
援
の
た
め
の

通
い
場
づ
く
り
「
村
田
町
友
愛
サ
ロ
ン
」
が
、
つ
い
に
11
月
28

日
（
月
）、
記
念
す
べ
き
第
１
回
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
サ
ロ
ン
は
、
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
の
助
成
を
受
け
、

今
話
題
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
サ
ロ
ン
で
す
。

毎
月
第
４
月
曜
日
、
開
催
予
定
で
す
。

ｅスポーツで楽しく脳を活性化ｅスポーツで楽しく脳を活性化

話題の新サロン開催話題の新サロン開催

⬆両国国技館の前で⬆両国国技館の前で
　記念撮影　記念撮影

写
真
提
供

写
真
提
供

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
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各
地
域
で
健
康
ゲ
ー
ム
講
習
会
を
実
施
中

各
地
域
で
健
康
ゲ
ー
ム
講
習
会
を
実
施
中

講
師
派
遣
事
業
実
績
報
告

講
師
派
遣
事
業
実
績
報
告
（
令
和
４
年
８
月
～

（
令
和
４
年
８
月
～
1212
月月
3131
日
現
在
）

日
現
在
）

〈
自
立
体
力
測
定
〉

◆
中
央
区

	

新
田
友
好
会

	

登
戸
一
丁
目
こ
と
ぶ
き
会

	

村
田
町
福
寿
会

	

生
実
角
栄
こ
と
ぶ
き
会

◆
緑
区

	

サ
ニ
ー
ク
ラ
ブ

〈
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
〉

◆
中
央
区

	

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

◆
緑
区

	

緑
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

◆
美
浜
区

	

サ
ン
コ
ー
ポ
検
見
川
ふ
れ
あ
い
会

〈
友
愛
活
動
小
物
づ
く
り
〉

◆
若
葉
区

	

若
葉
地
区
女
性
委
員
会

◆
緑
区
	

緑
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

◆
美
浜
区

	

美
浜
区
女
性
委
員
会

	

サ
ン
コ
ー
ポ
検
見
川
ふ
れ
あ
い
会

〈
健
康
ゲ
ー
ム
講
習
会
〉

◆
中
央
区

	

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

	

村
田
町
福
寿
会

	

村
田
町
福
寿
会
友
愛
サ
ロ
ン

◆
稲
毛
区

	

福
寿
会（
２
回
）

◆
若
葉
区

	

桜
木
虹
の
会

	

貝
塚
松
風
会

	

若
寿
会

	

都
賀
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

	

み
つ
わ
台
柚
子
の
会

	

（
な
の
は
な
会
）

　

西
都
賀
１
・
２
丁
目
ち
と
せ
会

	

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
交
友
会

◆
緑
区

　

誉
田
町
２
丁
目
第
３
長
寿
会

今
年
度
か
ら
本
格
的
に
講
師
派
遣
事
業
の
一
つ
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
健
康
ゲ
ー
ム
講
習
会
（
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
）
が
、
地

域
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
、
令
和
４
年
12
月

末
時
点
で
、
講
習
会
や
体
験
会
な
ど
の
参
加
者
は
、
４
０
０

人
を
超
え
る
な
ど
大
変
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
『
き
ら
め
き
』
56
号
の
特
集
記
事
や
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
等
に
よ
る
情
報
発
信
の
反
響
も
あ
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く
、
千
葉
市
内
の
施
設
等
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
や
視
察
も
増
え
て
い
ま
す
。

当
市
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
興
味
を
も
っ
て
い
る
所
も
多
く
、

神
奈
川
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
富
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
事
務
局
や
ベ
イ
シ
ニ
ア
浦
安
の
相
原
会
長
が
視
察
に
来
ら

れ
ま
し
た
。

富
山
県
老
連
の
増
田
さ
ん
は
、
事
務
局
と
同
じ
く
健
康

ゲ
ー
ム
指
導
士
の
資
格
を
取
得
し
て
お
り
、
当
会
の
講
習
会

で
初
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
、
一
緒
に
講
習
会
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

桜木虹の会最高齢の会員さんもｅスポーツ初体験！桜木虹の会最高齢の会員さんもｅスポーツ初体験！

富山県老連 増田さんの健康ゲーム指導士としてのデビュー戦富山県老連 増田さんの健康ゲーム指導士としてのデビュー戦

◆
美
浜
区

　

サ
ン
コ
ー
ポ
検
見
川
ふ
れ
あ
い
会

〈
腸
の
健
康
教
室
〉

◆
花
見
川
区

	

シ
ニ
ア
横
戸
台

※申込みは随時受け付けております。実施希望日の３カ
月前までに市老連事務局までお申込みください。

自立体力測定自立体力測定ノルディック・ウォークノルディック・ウォーク

令
和
４
年
11
月
15
日
（
火
）、
千
葉
市
ハ
ー
モ
ニ
ー

プ
ラ
ザ
に
て
「
芸
能
お
た
の
し
み
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

規
模
を
縮
小
し

て
の
開
催
で
す
が
、

19
演
目
、
出
演
者

延
べ
69
名
が
参
加
。

日
頃
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。 芸

能
お
た
の
し
み
会
を
開
催

芸
能
お
た
の
し
み
会
を
開
催

女
性
委
員
会
だ
よ
り

女
性
委
員
会
だ
よ
り

お揃いの着物で優雅に舞うお揃いの着物で優雅に舞う

令
和
４
年
12
月
１
日
（
木
）、
女
性
委
員
会
同

好
会
で
、
女
性
会
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
日
帰
り
で
、

茨
城
県
に
あ
る
大

洗
水
族
館
へ
親
睦

旅
行
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。

参
加
者
は
93
名
、

小
雨
が
降
る
中
、

皆
さ
ん
と
て
も
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

親
睦
旅
行
で
交
流

親
睦
旅
行
で
交
流

悪天候でも楽しい思い出悪天候でも楽しい思い出
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き
ら
め
き

き
ら
め
き

文
芸
文
芸

中
央
区　

生
実
町
百
寿
会

・
黄こ

が
ね
い
ろ

金
色
稲
穂
に
群
れ
る
雀
か
な

・
寒
風
に
白
波
舞
ふ
日
本
海

・
愛
猫
や
膝ひ
ざ上
で
居
眠
り
演
歌
聴
く

�
渡
辺
由
美
子

花
見
川
区　

畑
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

・
十
六
夜
や
陛
下
隠
れ
し
城
仰
ぐ

・
鳳
凰
め
く
朝
焼
の
雲
の
静
寂

・
み
せ
ば
や
と
連
れ
だ
ち
し
よ
う
母
逝
き
ぬ

�

荻
原
美
保
子

稲
毛
区　

小
中
台
紅
葉
会

・
今
の
ま
ま
好
き
に
咲
け
よ
と
百
日
紅

�

佐
々
木
英
一

稲
毛
区　

天
寿
会

・
秋
時
雨
ピ
ア
ノ
の
音
色
遠
く
聞
き

・
広
き
居
間
写
真
と
話
す
居
待
月

・
亡
き
母
の
遺
稿
の
中
に
紅
葉
か
な

�

武
田
與
里
子

・
勝
ち
負
け
も
汗
と
涙
の
甲
子
園

・
度
肝
抜
く
仕
掛
け
花
火
は
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ

・
秋
風
や
胸
に
沁
み
る
彼
岸
花

�

脇
山　

辰
己

稲
毛
区　

シ
ャ
ル
ム
稲
毛
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

・
帰
省
す
る
子
を
待
つ
朝
や
う
す
化
粧

・
老
の
秋
読
書
ざ
ん
ま
い
陽
の
暮
る
ヽ

�

猪
瀬　

昭
子

・
散
歩
道
何
や
ら
ゆ
か
し
す
み
れ
花

・
山
茶
花
の
残
り
し
花
が
雪
化
粧

�

辻
村　

晴
子

稲
毛
区　

福
寿
会

・
三
陸
の
海
女
磯
笛
鳥
曇

・
春
昼
や
鳰
の
声
す
る
び
わ
の
湖

・
富
士
仰
ぐ
三
保
の
松
原
春
の
蝉

�

北
本　

善
寛

若
葉
区　

小
桜
明
星
会

・
書し

ょ
し肆
め
ぐ
り
カ
フ
ェ
に
一
息
秋
の
暮

・
晩
秋
や
人
里
離
る
る
久
留
里
線

�

羽
生　
　

均

・
賑
や
か
な
仲
間
の
や
う
に
小
鳥
来
る

・
鬼ほ
お

灯づ
き

を
キ
ュ
キ
ュ
と
鳴
ら
し
数
え
歌

�

渡
邉
か
い
子

・
水
澄
み
や
浮
く
物
全
て
水
の
青

・
枯
る
よ
と
言
葉
う
ら
は
ら
新しん
ち
じ
り

松
子

�
酒
井　

清
子

・
曇
り
空
も
み
じ
ま
ん
じ
ゅ
う
泡
抹
茶

・
朝
曇
り
イ
タ
ド
リ
の
花
淋
し
げ
に

�

国
分　

正
子

・
潮
風
に
鱗
う
ろ
こ
を
た
め
て
新し

ん
ち
じ
り

松
子

・
秋
の
水
萎な
へ
し
心
を
流
れ
ゆ
く

�

石
塚　

以
静

若
葉
区　

み
つ
わ
台
柚
子
の
会

・
鬼
や
ら
ひ
世
界
の
果
て
ま
で
福
は
内

・
剣
道
具
背
に
若
武
者
か
風
薫
る

・
ジ
ャ
ズ
喫
茶
揺
れ
る
リ
ズ
ム
や
水
中
花

�

和
田　

昭
子

緑
区　

鎌
取
町
長
寿
会

・
大
役
を
終
え
て
案
山
子
や
秋
の
風

・
実
る
秋
案
山
子
安
堵
の
旅
姿

・
一
瞬
の
闇
に
墨
絵
の
稲
光

�

大
圡　

正
照

・
泥
足
で
鳥
の
足
踏
み
洗
車
屋
根

・
氷
菓
子
転
が
す
舌
の
忙
し
な
く

・
無
精
庭
委
細
構
わ
ず
虫
の
声

�

坂
上　
　

晃

・
初
物
の
ふ
き
の
煮
物
に
は
し
進
む

・
大
土
手
の
わ
ら
び
は
ま
だ
か
と
二
度
三
度

�

森　
　

白
子

緑
区　

平
山
第
一
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

・
丹
波
栗
ど
こ
か
ら
見
て
も
ウ
ニ
モ
ド
キ

・
良
き
出
合
い
俳
句
語
り
て
夜
長
か
な

・
悠
悠
と
水
わ
た
り
ゆ
く
赤
ト
ン
ボ

�

福
岡
マ
リ
エ

短
　
歌

短
　
歌

中
央
区　

登
戸
１
丁
目
こ
と
ぶ
き
会

・
贈お

く

ら
れ
し
梅
花
染
な
る
膝ひ

ざ

か
け
を

　
　

ま
と
い
て
居
れ
ば
姪
の
ぬ
く
も
り

・
二
週
間
早
く
終
り
し
梅
雨
の
空

　
　

命
短
き
あ
じ
さ
い
哀
れ

・
芳
香
に
誘
わ
れ
見
れ
ば
金
木
犀

　
　

一
週
遅
れ
て
開
花
と
な
れ
り

�

小
川
千
鶴
子

俳
　
句

俳
　
句
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　　　　文芸欄に投稿してみませんか？文芸欄に投稿してみませんか？

※原則として、いただいた原稿をそのまま掲載しま
す。添削はいたしません。自作で未発表のものに限
ります。紙面の都合上、すべてを掲載することができ
ない場合があります。原稿は返却いたしません。
　６月末日必着でお送りいただくと、次号58号に掲
載予定です。

①上記種別
②所属（ 区老連名 ・単位クラブ名 ）
③氏名 　④電話番号
　を必ず明記の上、下記までお送りください。

花
見
川
区　

畑
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

・
顕
な
る
樟
の
根
避
け
て
の
打
球
な
り

　
　

溜
息
笑
い
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

・
桑
の
実
を
頬
張
り
両
手
か
さ
し
つ
つ

　
　

歩
く
コ
ー
ス
は
花
見
川
沿
い

・
作
柄
は
吉
と
な
る
ら
し
刈
り
取
り
の

　
　

済
み
た
る
田
の
畦
曼
珠
沙
華
咲
く

�

大
宮
ア
キ
子

稲
毛
区　

小
仲
台
第
五
自
治
会
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

・
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
茎
し
な
や
か
に

　
　

打
ち
降
る
時
雨
に
遊
ぶ
ご
と
見
ゆ

・
門
口
に
夜い
え

来ら
い

香し
ゃ
ん

の
花
溢
る

　
　

漂
ふ
香
り
に
行
く
人
の
声

・
何
時
の
間
に
か
家や
陰かげ
に
生
ひ
た
る
銭
苔
を

　
　

茗
荷
の
子
二
つ
突
き
抜
け
立
て
り

�

別
所　
　

坦

稲
毛
区　

シ
ャ
ル
ム
稲
毛
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

・
富
士
山
の
初
冠
雪
に
指
動
く

　
　

カ
メ
ラ
や
ス
マ
ホ
忙
し
き
か
な

・
初
雪
に
寒
さ
忘
れ
て
飛
び
跳
ね
る

　
　

犬
の
姿
は
今
な
つ
か
し
き

�

辻
村　

晴
子

稲
毛
区　

福
寿
会

・
か
さ
さ
ぎ
よ
地
球
は
今
天
災
と

　
　

逢
ふ
日
遠
く
愛
の
灯
の
う
す
く

・
生
地
獄
と
成
り
果
て

　
　

お
ぞ
ま
し
き
人
殺
し
天
災
も

・
四
季
も
狂
ひ
油
蝉
が
鳴
き
て
い
る
と
思
へ
ば

　
　

ひ
ぐ
ら
し
が

�

笠
原　

幸
恵

緑
区　

辺
田
長
寿
会

・
白
樺
の
林
を
過
ぎ
て
仰
ぎ
見
る

　
　

空
広
々
と
青
き
八
ヶ
岳

・
い
ろ
り
辺べ
に
集
ひ
語
り
し
民
宿
の

　
　

主あるじ
の
逝
き
て
八
ヶ
岳
冬

�

吉
田　

恵
子

川
　
柳

川
　
柳

稲
毛
区　

小
中
台
紅
葉
会

・
天
高
し
越
え
た
ぞ
越
た
ぞ
八
十
路

�

佐
々
木
英
一

Ａ. 俳句　Ｂ. 短歌　Ｃ. 川柳（各３句）
Ｄ. 詩（１点）
※ A・B・C は各 3 句、D は 1 点まで

〜「広報きらめきクラブちば文芸欄投稿」係〜

種 別

info@chibashi-roren.jpメール

〒260-0844  千葉市中央区千葉寺町1208-2
千葉市ハーモニープラザ3階
千葉市老人クラブ連合会

郵　送

若
葉
区　

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
交
友
会

・
問
い
合
わ
せ
ワ
ク
チ
ン
予
約
複
雑
に

・
公
園
で
日
が
な
一
日
飲
む
コ
ー
ヒ
ー

・
デ
パ
地
下
で
食
品
試
食
立
ち
食
い
で

�

今
富　

喜
夫

緑
区　

南
鎌
取
福
寿
会

・
後
出
し
が
続
々
ば
れ
て
退
陣
へ

・
支
援
者
も
呆あき
れ
る
程
の
面つら
の
皮

・
聴
く
総
理
何
も
処
置
せ
ず
通
過
だ
け

�

茂
庭　

正
昭

緑
区　

平
山
第
一
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

・
お
年
玉
便
り
お
く
れ
と
切
手
か
な

・
今こ

年ぞ

の
夏
異
状
気
象
で
生
き
ず
ら
い

・
元
首
相
警
護
出
来
な
い
た
だ
の
人

�

福
岡
マ
リ
エ

　「
き
ら
め
き
ク
ラ
ブ
ち
ば
」
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た

ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
対
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
倍
旧
の
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
御
礼

　

今
号
で
は
特
集
記
事
と
し
て
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
持
続
可

能
な
開
発
目
標
と
し
て
国
連
が
主
導
す

る
こ
の
活
動
を
掲
載
し
ま
し
た
こ
と
は

時
宜
を
得
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
15
頁
の「
広
報
部
の
ひ
と
り
ご
と
」

で
も
“
私
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
”
と
題
し
て
広
報

部
の
皆
さ
ま
か
ら
貴
重
な
体
験
や
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
老
連
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
皆
さ

ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。�

（
平
沢　

記
）

　
〈
広
報
部
〉

　
　

田
村　

良
夫
（
中
央
区
）

　
　

神
山　

宏
治
（
花
見
川
区
）

　
　

金
谷　
　

操
（
稲
毛
区
）

　
　

平
沢　

廣
光
（
若
葉
区
）

　
　

牧
野
來
世
志
（
緑
区
）

　
　

村
山　

眞
人
（
美
浜
区
）

編
集
後
記

編
集
後
記
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私たちは千葉市老人クラブ連合会の活動を応援しています
制

作
・

印
刷

：
株

式
会

社
ニ

チ
コ

ミ
　

☎
03（

5718）3900　
http://w

w
w

.nichicom
i.com

〈
キ
リ
ト
リ
〉

入  会  申  込  書
令和　　年　　月　　日

　きらめきクラブちば・千葉市老人クラブ連合
会に所属するクラブでは、健康・友愛・奉仕を３
本の柱として、“生活を豊かにする” “地域を豊か
にする” さまざまな活動に取り組んでいます。

◆健康づくり（体操、ウォーキング、グラウンド・ゴルフ）
◆生きがいづくり	（踊り、合唱、カラオケ、手芸など	
	 趣味のサークル）

◆地域とのつながり	（サロン活動などの友愛活動、子	
	 どもたちの見守り、環境美化活動）

クラブ名

会　　長　　　　　　　　　　　　　　　　　様

電話番号 （　　　 ）　　　　－

住　　所
区

生年月日
大 ・ 昭

年　 　月　 　日（　   　歳）

ふりがな
氏　　名 （ 男 ・ 女 ）

《入会条件》おおむね 60 歳以上の方なら、どなたでも
《申込方法》お住まいの地域のクラブに直接連絡

※活動内容や会費はクラブによって異なりますので、クラブ
の役員や会員にお尋ねください。
最寄りのクラブがわからない、連絡先がわからないときは、
下記の事務局までお問い合わせください。

住み慣れた地域の仲間と、住み慣れた地域の仲間と、
一緒に楽しく活動しましょう！一緒に楽しく活動しましょう！

ホームページ  http://www.chibashi-roren.jp/
〒260-0844　千葉市中央区千葉寺町1208-2　千葉市ハーモニープラザ3階
電話 :043-262-1236 　FAX:043-262-1237　E-mail : info@chibashi-roren.jp

きらめきクラブちば 一般社団法人　千葉市老人クラブ連合会

稲毛区料理教室稲毛区料理教室


